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[ 目的] ①児童虐待の リスク要 因と して 1 歳半健診の 受診 ･ 末受診を検討する こ と､ ②未受診に

関連す る要因を探索す る こ とを目的と して本研究を実施 した｡

[対象および方法]
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対象地域は福岡県北九州市で ある ｡ 対象者の 選択は以下 の手順で行 っ た｡ まず､ 受診者 に つ い

て は､ 平成 1 3 年 4 月 - 平成 1 4 年 3 月の 1 年間に 1 歳半健診を受診 した児 8 ,0 3 8 名 の 受診票番号

から､ 妊娠届 けデ ー タ ベ ー ス および住民基本台帳デ ー タ ベ ー ス を用い て現住所不明､ 該当児な し

等の 者を除外 した後､ 無作為抽 出法にて 2 0 0 名を選択 した｡

末受診者の選択に つ し
p
､ て は ､ まず ､ 平成 1 3 年度 1 歳半健診受診表 に記載された母子手帳連続番

号の 空自番号 を未受診可能性あり の番号と して抜き出 した (2 , 9 6 4 名) ｡ 次 に ､ 受診者選択の 手順

と同様に ､ 妊娠届けデ
- 夕 べ -

ス および住民基本台帳デ ー タ ベ ー

ス を用 いて 現住所不明､ 該当児

な し等の 者を除外した後､ 無作為抽出法にて 2 0 0 名を選択した｡

･
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調査票は平成 1 5 年 1 月 9 日に郵送配布 し､ 後日調査会社の 回収員 が訪問回収を行 っ た｡ 主な調

査項目は､ 父母および 児の 年齢､ 児の 性別 ､ 家族構成､ 結婚の 状態､ 就労状況 ､ 最終学歴､ 母親

の抑 うつ 症状､ 虐待的養育態度などで ある ｡ 回収率は､ 受診者 7 6 . 2 % (1 5 3 名) ､ 未受診者 6 0 .0 %

(1 2 0 名) で あ っ た｡

[結果】

1 . 分析対象者の 選択

調査項目の 中の 虐待杓養育態度 に関する項 目は､ 末子 で ある 1 歳半健診該当児 へ の虐待行動 に

限定 して 聞い て い るため ､ 末子の 年齢を統制する埠要が ある こ とか ら､ 調査 時にお い て その 下 に

末子が誕生 して い るケ
ー

ス は分析より除外 した｡ 次に ､ 残 っ た受診者 1 4 2 名､ 束受診者 1‡0 名に

つ い て
､ 健診対象醜聞内の 受診票の 有無 による当方の 受診末受診に関する判断と回答者による 回
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答の
一

致をみ たところ ､

一

部相違が認 められた ｡ 特に ､ 平成 1 3 年度 1 年間の受診票の中に母子健

康手帳の 番号がない こ とから未受診で あると判断 し､ 調査 票を郵送 した母親の 中に相違が多く認

められ､
1 1 0 名中 6 2 名 (5 6 , 4 % ) が｢ 1 歳半健診受診｣ と回答 して い た ｡ こ の中には､ 健診期間以

降に受診､ 虚偽の 回答､ 誤 回答の ケ
ー

ス が混在 しており ､ 分類不可能で ある こ とから分析か ら除

外 した｡ 結果 ､ 受診者且3 7 名､ 未受診者 4 8 名を対象に以下の 分析を行 っ た｡

2 . 受診および未受診群の 属性比較

母親 の 年齢に つ い て は､ 未受診群の 母親は受診群と比較 して有意 に若か っ た ( Fi sb e r 直接法 ,

p < o .o 5) ｡ 初産年齢に つ い て も同様の 結果が得られ た ( F is h e r 直接法 , p < o ･o 1) . 子 どもの数に つ い

ては､ 未受診群は受診群と比較して 子どもの 数が有意 に多か っ た ( x
2
- 1 4 .9 9

, p < 0 .0 1) . 最終学歴

も群間に有意差が認められ ､ 未受診群は義務教育の み修 了者の 割合が高か っ た ( Fis b e r 直接法 ,

p < o ｡o 1) ｡ 夫 ( パ
ー トナ ー

) との居住形態に つ い て は､ 未受診群 は別居の 割合 が高 い 傾向にあ っ た

( Fi sh e r 直接法 , p < o .1) ｡ 関連 して未受診群は実父母と同居する者の 割合が高か っ た (F is h e r 直接

法 , p < o .o 5) ｡ 就業形態で は､ 未 受診群はパ
ー トやア ル バイ トな ど非常勤勤務者の割合が高く ､

一

方 ､ 無職の 割合が低か っ た ( Fis b e r 直接法 , p < o .o 1) ｡ 年収に つ い ても有意差が認め られ ､ 未受診

群は年収 2 0 0 万円未満の 割合が高か っ た ( x
2
= 1 0 .1 8 , p < 0 .0 5) ｡

3 ｡ 受診および未受診群の 抑うつ 症状の 比較

抑うつ 症状に つ い て 二 群比較を行 っ たとこ ろ､ 未受診群は抑う つ 症状平均得点が有意 に高く､

受診群の 1 0 .4 点 に対し､ 未受診群は 1 4 .6 点 で あ っ た (t = -2 . 8 , p < 0 .0 1) ｡ また､ カ ッ トオ フ ポイ ン

ト (1 5 / 1 6) を用 い て抑う つ 群 に属する者の割合を比較 したとこ ろ､ 受診群 (1 8 . 9
0

/.) に比 して

束受診 (3 4 .2
0

/.) は抑う つ 群の 割合が有意 に高か っ た ( x
2
= 3 .9 2 , p < 0 .0 5) 0

4 . 未受診群の児童虐待に関するリスクの検討

受診群と菜受診群の虐待尺度平均得点の 比較では ､ 束受診群 ( 平均 = 6 . 0 点･, s D = 3- .6) は受診群

( 平均 = 4 .8 点 , s D = 2 .6) と比較 して有意に高か っ た (t = - 2 . 1 9
, p < 0 .0 5) o

次に､ 未受診群 にリス クが高い虐待 の 内容を検討する ため ､ 虐待項 目別に比較分析 した｡ 各虐

待行為に対 して ､
｢ とき どきある｣ または ｢ しば しばある｣ と回答 した群 を ｢ 虐待行為を有する

者｣ と し､ 受診および末受診群それぞれに占める割合を比較したとこ ろ､ 身体的虐待の ｢ 蹴る｣

( x
2
- 6 .1 2

, p < 0 . 0 5) ､

｢ 物 を投 げつ ける｣ ( x
2
- 3 ･ 7 5 , p < 0 ･1) の 2 項目に有意またはそ の 傾向

が認められた｡ 心理的虐待､ ネグ レク トで は､
い ずれの 項目にお い ても有意差は認め られなか っ

た ｡

また､ 虐待得点 ごとにみ た未受診者の 占める割合は1 0 点以降顕著に高くなる傾向が認 められ､

9 点以下では全体における未受診群の割合は2 4 3 % ( 4 1 / 1 2 8) で ある の に対 し､ 1 0 点以上で は

6 3 .6 % ( 7 / l l) で あり､ 未受診者が6 割以上を占めて い た｡

5 . 健診未受診に 関連する要因

健診未受診の 関連要因探索の ため ､ 健診受診未受診を目的変数と して ､
ロ ジス テ ィ ッ ク回帰分

析を行 っ た｡ 説明変数は､ 受診および未受診群の 属性比較で有意差が認め られた項目を用い たが､

母親の年齢と初産年齢は相関が高い ため ( ∫- 0 .6 9) ､ 初産年齢を選択 した｡ また､ 就業形態はそ の
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内容に より､ 常勤群 ( 常勤 + 自営) ､ 非常勤群 ( 非常勤+ 内職) ､ 無職群 ( 無職 + 休職) の 3 群に

再分類 した｡ 年収 につ い て は､ 生活保護基準額を参考に ､ 2 0 0 万円未満/ 以上の 2 群に再分類 し

た｡

分析の 結果 ､ 末受診関連要因と して ､ 母親 の 抑う つ 症状 ､ 子 どもの 数に有意差が認められた ｡

また
､ 未受診群における ､

これ らの 要因と虐待得点との 関連に つ い て検討 したとこ ろ ､ 母親 の抑

うつ 症状の み 関連が認められ､ 抑 うつ 群 (1 3 名) の 平均虐待得点 (8 .3 点 , s D = 3 .3) は ､ 非抑うつ

群 (2 5 名) の得点 (5 .0 点 , s D = 4 .4) と比 して有意に高か っ た (t = -2 .6 , p < 0 .0 5) 0

【考察】

1 ¢ 未受診群の 児童虐待 リス ク

末受診群は､ 受診群と比 して虐待得点が 有意 に高く､ 末受診群にお ける児童虐待リス クの 高さ

が 示唆された ｡ また､ 心理 的虐待やネグ レ クトよりは ､ 身体的虐待 の リス クが大 きい こ と､ そ の

中でも衝動性､ 攻撃性の高 い 行為を含む高得点 の 者が多く危険性 が高いこ とな どから､ 児童虐待

の 予防､ 早期発見の 観点からも ､ 未受診者 へ の 積極的な支援は重要 で ある ｡

2 ｡ 健診未受診の 関連要因

子 どもの 数と未受診 の 関係は他の 要因と比較 して最も強く ､ 特に 3 人以上 の 子 どもをも つ 母親

は ､ ひ とり っ 子 の 母親と比較 して ､ 未受診傾向が約 5 倍で あ っ た｡ 本研究で は､ 末受診群 の 約 4

割が 3 人以上の 子 どもをも つ 母親で あ っ たが ､
こ の 中には､ 育児経験が豊富に なるに つ れ､ 出産

や育児 に伴う不安が軽減され､ 受診 へ の ニ
ー ズが低下 したため 受診 しなか っ たとい う家庭も含ま

れて い るもの.と思われ る ｡ しか し､
一

方で は､ 他児の養育に関する負担 の増 大､ 過 重な育児ス ト

レス など育児問題を抱 えなが らも､ 受診 する余裕がな い母親も多数存在する こ とが予想され る こ

と､ また､ 子 どもの数が 多 い こ とが虐待 の リスク要因と して 検証 されて い る こ とな どか ら､ 末受

診者 へ の 訪問な ど支援事業を通 して こ れらの 家庭と接触を保 つ こ とで ､ 具体的な援助の 可能性を

共 に探 る こ とがで きよう . 一･

抑うつ 症状と末受診の 関連に つ いて は､ 抑う つ症状 の 高い 由親は､ 社 交性の低下に より公的資

源 を利用 しにくい こ とが報告されており､ 未受診と抑う つ 症状 の 関連も同様の理 由に よ るも の と

思われる ｡ 母親の 高い 抑う つ 症状は良好な母子関係の 育成を阻害する の みな らず､ 児 の 成人後の

精神障害発症 ､ 身体的不健康の 予測因子と しても作用す る こ とから､ 家庭訪問などの 際､ 援助者

が母親の 抑うつ 症状を適切 に評価 し､ 抑うつ 症状の緩和 に焦点 を当て た支援計画の作成や医療機

関の 紹介など､ 必要 に応 じた対策 を講じるこ とが重要で あろう｡

[結論]

乳幼児健診未受診群にお ける児童虐待リス クの 高さが示唆された ｡ また､ 末受診群に特徴的

な虐待的養育態度の検討から､ 朕的要素の低い衝動的な身体的暴力が多く､ 幼児に対する行為と

して は危険度が高く､
重大な事故に つ ながる養育態度も含まれて い る ことが示され た｡ 更に､ 健

診未受診関連要因と して ､ 子 どもの 数が多 い こと ､ 母親の 抑う つ 症状が高い こ とが挙げられたo

こ れ らは児童虐待の リス ク要因と して も広く知 られて い る こ とか ら､ 末受診者
へ の 支援の 際には

十分な注意を払 い ､ そ れぞれの 状況を適切 に判断 しながら､
ニ ー ズに応 じた支援提供に努める こ

とが必要で あろう ｡
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